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2024 年 11月 15日 

政策推進課 

 

真鶴町スモールコンセッション 

旧民俗資料館の未来について一緒に考えてもらえませんか？ 

 

真鶴町と株式会社エンジョイワークスは、自治体所有の公的遊休不動産を官

民で連携して活用する取り組みで、地域住民とともに、持続可能な「再生モデ

ル」を構築してくことを目的として、2024 年９月 28日に包括連携協定を締結

しました。 

2024年９月 30 日に閉館した旧民俗資料館の今後の利活用について官民連携

で検討を進めていくために「民俗資料館として地域に愛された歴史を学び未来

を考える会議 vol.１」を開催します。 

どなたでも参加することができますので、詳細はチラシをご確認ください。 

 

⚫ 日 時 2024 年 11月 30日（土） 10時 30分～12時 30 分 

⚫ 場 所 真鶴町民俗資料館（真鶴町岩 596) 

⚫ 参加費 無料 

⚫ 予 約 申込制（URL https://ewform.enjoyworks.jp/index.php?id=1609） 

 

※スモールコンセッション 

地方公共団体が所有・取得する身近で小規模な遊休不動産（空き公共施設など）

について、民間の創意工夫を最大限に生かした事業運営（コンセッションをは

じめとした PPP/PFI 事業）により、官民連携で地域課題の解決やエリア価値向

上につなげる取組みの総称。 

お問い合わせ先 

政策推進課長 矢部 文治  電話：0465-68-1131 内線 310 
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イベント

旧⼟屋邸は⽯材業で栄えた⼟屋家の旧宅であ
り、昭和61年から今年9⽉の閉館に⾄るまで、
美術⼯芸品や⽣活⽤品のほか、真鶴の主要産業
である漁業や⽯材業で⽤いる道具など千点にの
ぼる資料を展⽰する⺠俗資料館として住⺠に親
しまれてきましたが、建物⾃体の⽼朽化と維持
管理コストの課題に直⾯。新たな活⽤⽅法検討
のため今年９⽉末をもって閉館となりました。

本イベントでは、これまでこの場を⽀えていた
だいた地域住⺠の皆様と共に、旧⼟屋邸がどう
使われてきたのか、これまでの歴史と現状を学
びます。真鶴町・旧⼟屋邸が好き、また遊休不
動産利活⽤事業に興味がある・応援したいとい
う⽅、ぜひお越しください。

旧⼟屋邸の未来を考える。旧⼟屋邸の未来を考える。

〒259-0202
神奈川県⾜柄下郡真鶴町岩244番地の1
☎�0465-68-1131

https://www.town.manazuru.
kanagawa.jp/index.html

旧⼟屋邸の未来を
みんなで考える。

2024.11.30  ��
 10:30-12:30� �

  in�真鶴町 �

（⼟）

■詳細
⽇程：2024年11⽉30⽇（⼟）
時間：10:30~12:30
開催・集合場所：真鶴町⺠俗資料館（〒259-
0202�神奈川県⾜柄下郡真鶴町岩５９６）
参加費：無料

お申し込みはこちら！

旧⼟屋邸外観旧⼟屋邸外観 旧⼟屋邸内観旧⼟屋邸内観 ⺠俗資料館として⻑年運営⺠俗資料館として⻑年運営

〒248-0014
神奈川県鎌倉市由⽐ガ浜1-3-1�2F
☎�0467-53-8583

https://enjoyworks.jp/

真鶴町

⺠俗資料館として地域に愛された歴史を学び未来を考える会議�vol.1⺠俗資料館として地域に愛された歴史を学び未来を考える会議�vol.1

歴史と現状を知ろう。

ただ、今後の事は何も決まっていません。地域
の皆様と共に、よりよい解決⽅法を実現してい
ければと思います。お⼒をお貸しください。

※「スモールコンセッション」
地⽅公共団体が所有・取得する⾝近で⼩規模な遊休不動産（空き公
共施設�等）について、⺠間の創意⼯夫を最⼤限に⽣かした事業運営
（コンセッションを�はじめとした�PPP/PFI�事業）により、官⺠連携
で地域課題の解決やエリア価値向�上につなげる取組みの総称。

※「スモールコンセッション」
地⽅公共団体が所有・取得する⾝近で⼩規模な遊休不動産（空き公
共施設�等）について、⺠間の創意⼯夫を最⼤限に⽣かした事業運営
（コンセッションを�はじめとした�PPP/PFI�事業）により、官⺠連携
で地域課題の解決やエリア価値向�上につなげる取組みの総称。
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